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いつまでもお元気で
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昭代地区で敬老会

BABY GO ９ 開催
中山地区から元気を発信
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　4 月 21 日、市民大和グラウンドで市体育協会各部対
抗グラウンドゴルフ大会が開催されました。大会には
児童からお年寄りまで約 180 人が参加。参加者たちは、
よく狙って球を打っていましたが、ポールポストの直前
で止まるなど思いがけない球の動きに、会場では笑いや
歓声が起こっていました。大会の結果は次のとおりです。
【団体の部】1 位＝グラウンドゴルフ部 C、2 位＝同部 A、
3 位＝同部Ｂ【個人の部】1 位＝池上サキ子、2 位＝西
田勝、3 位＝山口雄二

市体育協会各部対抗グラウンドゴルフ大会

目指すはホールインワン

子どもから大人まで楽しんだ

主催者から米寿の記念品の座布団を受け取る参加者

　子どもから大人まで楽しめる野外イベント「B
ベ イ ビ ー

ABY 
G
ゴ ー

O9」が 4 月 21 日、立花いこいの森で行われました。
　今回は、「～絆～九州北部豪雨復興イベント」と銘打ち、
水害で被害を受けた地区を応援し、また応援してもらっ
た人に元気を届けようと市商工会青年部が開催。野外ス
テージでのイベントや、地元商店などによる焼き鳥、ポッ
プコーンなどの物産販売も行われ、満開となった中山大
藤とともに、たくさんの家族連れでにぎわいました。

　昭代地区敬老会（昭代公民館主催）が 4 月 29 日、昭
代中学校体育館で開かれました。同地区の 75 歳以上の
高齢者は 1452 人で、このうち 456 人が出席。
　同会では昭代中学校吹奏学部の演奏が流れる中、昭代
地区婦人会の皆さんが出迎え、90 歳以上の人や夫婦組、
米寿者などに記念品が贈られました。また余興では、公
民館を使って練習している地元の皆さんが謡曲や大正
琴、ダンスなどを披露し、会場を沸かせました。

バンド演奏やダンス演技などが繰り広げられたステージ

1200 平方メートルのフジ棚の下は、たくさんの人でにぎわった
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つ
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受
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が
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が
あ
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。
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入
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。
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投げもち 野点 フジ棚の下でのライブ
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句
者
は
大
曲
鬼
郎
さ
ん
。
６
月
の
課
題
は

「
舟
芝
居
」「
バ
ラ
」
で
す
。
入
選
作
品
は
６
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。
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作
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３
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と
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光
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狙
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先
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、
縁
あ
っ
て
佐
賀
路
を
横
切
る
旅
を
し
て
き
ま
し
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。
ど
の

電
柱
に
も
以
前
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よ
う
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の
巣
を
見
る
こ
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は
で
き
ず
、
驚
き
ま
し
た
。

　
本
月
の
哲
之
さ
ん
の
句
。
仕
上
が
れ
ば
、
一
抱
え
に
も
な
ろ
う
か
と
い

う
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の
巣
作
り
は
、
底
組
み
か
ら
積
み
重
ね
て
い
く
、
一
途
な
し
ぐ
さ
に

た
だ
た
だ
感
心
す
る
ば
か
り
。
そ
の
辺
の
経
過
を
あ
り
の
ま
ま
詠
み
、
姿

の
い
い
句
に
仕
上
が
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
句
に
力
み
が
な
い
と
こ
ろ
も

ま
た
よ
か
っ
た
。
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身近な話題などお知らせください！

情報をお待ちしています


